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雌牛の群飼下における卵巣除去が肥育成績に及ぼす影響 

  

小山 信幸・山本 憲・堀北 直樹・音井 威重 
  

要       約 

 雌牛では発情による飼料摂取量の低下や乗駕による事故等の発生があり，また去勢牛に比べ闘争が激

しいことなどから群飼による肥育が困難である。この対策として，卵巣除去器を用い生体から卵巣を除

去した後の交雑種牛の肥育成績について検討した。 

1)  試験区では発情による乗駕および闘争は認められず，個体間のばらつきは小さかった。肥育成績は，

中期以降は試験区の増体が優れたが前期で劣っていた影響から，全期間の成績では対照区がやや優れ

る結果であった。 

2)  枝肉成績は，ばらの厚さにおいて試験区が優れたが，他の項目についてはすべて対照区が優れる結

果であった。肉質成績においては，BMS，締まり，きめのすべてにおいて試験区が優れる結果であり，

販売価格は試験区が 46.8千円高い結果となった。 

Ⅰ 目    的 

 牛肉の輸入自由化以降，肉用牛農家では輸入肉と競合する乳用種から交雑種への切り替えが進んで

いるが，交雑種では他種と比べ雌牛のほとんどが肥育されていることから肥育技術の確立が急務とな

っている。一般に雌牛は発情による飼料摂取量の低下や乗駕による事故等の発生があり，また去勢牛

に比べ闘争が激しいことなどから群飼による肥育が困難であると言われているが，この対策として卵

巣除去器（Kimberling－Rupp Spay Device）を用い生体から卵巣を除去した後の肥育成績について検討

した。 

Ⅱ 材料及び方法 

1 供試牛および試験区分 

 交雑種雌牛 6頭を試験区，対照区各 3頭に区分し，試験区については平成 8年 7月 15日（平

均 9ヶ月齢時）に卵巣除去器を用いて卵巣を除去した後，対照区と同様の飼養管理により出荷時

まで管理した。 

 卵巣の除去は，宿糞除去後に局所麻酔を行い，外陰部周辺を洗浄後に卵巣除去器を膣経由で腹

腔内に挿入して実施した。 

2 試験期間 

 平成 8年 7月 15日から平成 9年 12月 3日までの 505日間とし，肥育前期 155日，中期 171日，
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後期 179日とした。 

3 供試飼料 

濃厚飼料 

（市販配合 A DM 87.0％，TDN 76.0％，DCP 10.0％） 

（市販配合 B DM 87.0％，TDN 74.0％，DCP 10.0％） 

（ふすま DM 87.0％，TDN 62.9％，DCP 11.7％） 

（圧ペン麦 DM 87.5％，TDN 73.2％，DCP 7.9％） 

粗飼料 

（スーダン乾草 DM 84.5％，TDN 47.5％，DCP 3.2％） 

（イタリアン乾草 DM 80.0％，TDN 41.0％，DCP 5.4％） 

（アルファルファー乾草 DM 86.9％，TDN 47.4％，DCP 12.1％） 

4 飼料給与・管理 

 飼料給与については，交雑種の飼養標準がないため日本飼養標準 1）肉用牛雌牛の肥育に要する

養分量に基づき，各区共 TDNを体重 500Kg未満は期待 DG1.2，体重 500Kg以上 600Kg未満は期

待 DG1.0に設定し，毎月 1回の体重測定から TDN100％に見合う量を 1日 2回（8時 30分と 16

時）に分けて給与した。体重 600Kg以上については，給与量を体重 600Kg期待 DG0.8に設定し，

食べきる場合は濃厚飼料を追加給与した。 

 給水は，ウォーターカップによる自由給水とし，鉱塩は自由舐塩とした。 

 飼育は牛房（25.4m2）に 1群 3頭とし，敷料にはオガクズを使用して 1週間ごとに牛房内の清

掃を実施した。 

5 調査項目 

 （1）血液性状（2）飼料摂取状況（3）発育成績（4）枝肉・肉質成績（5）肉の理化学的性状 

6 肉の理化学的特性の測定 

 供試材料は屠殺後 2 日目にカット業者で解体し，ロース部を第 6～7 肋骨間で切断して切断面

より約 5cmの厚さに切り取り，これを材料として肉の PH，肉・脂肪の色調，肉の水分率，保水

力，伸展率について測定した。 

Ⅲ 結果及び考察 

1 血液性状 

 供試牛の白血球数の推移を図 1に，血中プロゲステロン濃度（以下 P値）の推移を図 2に示し

た。白血球数の推移では，試験区において除去後に著しい上昇が認められたが，抗生物質の投与

は実施しなかったものの金城ら 2）同様 2週間後には正常値まで回復した。 

 卵巣除去確認のため P 値を測定したところ，対照区では変動が認められ発情が確認されたが，

試験区では除去後 1ヶ月間に P値の変動は認められず除去できていることが確認された。しかし，

3 号牛で肥育中期に発情兆候らしきものが確認され，と殺時に極小さい卵巣が確認された。この

牛については，卵巣除去時に黄体期で卵巣が大きかったことから黄体側卵巣を 2分割除去したた
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め，わずかに卵巣が残ったものと考えられた。 

2 飼料摂取状況 

 飼料摂取量および 1kg増体に要した養分量を表 1に示した。試験区において卵巣除去後に飼料

摂取量が低下し，中期までは対照区に比べ摂取率が劣る結果となった。また，全期間を通して粗

飼料摂取量が少ない傾向であり，濃厚飼料は後期において試験区が多く摂取しており，両区間に

嗜好の違いが認められた。 

 1kg 増体に要した養分量は，前期では試験区の増体が劣った影響から対照区が優れ，中期では

逆に試験区が優れたものの全期間では差は見られず，今回の試験では卵巣を除去することによる

飼料効率の向上は認められなかった。佐藤ら 3）は肥育中期に子宮内に異物を挿入することにより

発情を停止させた場合差は無いと報告しており，また，大久保ら 4）は挫滅後に刃で切断する方式

の除去器を自ら考案し，肥育成績および肉質が向上したと報告しているが，今回我々が使用した

器具では，挫滅後の卵巣采および固有卵巣索の切断がしづらく，中には引きちぎるような形とな

ったことがあったため，このような結果になったものと考えられた。 

3 肥育成績 

 供試牛の肥育成績を表 2 に示した。試験開始時体重は，試験区 268.3Kg±8.5，対照区 270.7Kg

±11.6とほぼ同じであったが，前期終了時の発育は，試験区が対照区に比べ 21.9kg劣る結果とな

った。中期以降は試験区が優れたものの，全期間の増体では試験区が 443.0Kgで対照区の 447.3Kg

に比べやや劣る成績となった。しかし，試験区は全期間を通して闘争行動がほとんど見られず，

個体間のばらつきも小さいことから，卵巣除去は群飼に有効であると考えられた。体高は両区間

に差は認められないが，僅かに試験区が優れていた。胸囲については体重とほぼ同様の傾向が認

められ，前期終了時に試験区が劣ったが，低栄養の影響は体重と胸幅で大きく体高では小さい 5）

との結果から，前期における飼料摂取量低下の影響と考えられた。 

 出荷時の肥育度指数では，試験区 528.4Kg±14.5，対照区 532.0Kg±11.5と差は見られず，両区

とも十分な値であった。 

4 枝肉・肉質成績 

 枝肉・肉質成績を表 3に示した。枝肉成績は，ばらの厚さにおいて試験区が優れたが，他の項

目についてはすべて対照区が優れる結果であり，前期において増体が劣っていた影響と考えられ

た。 

 肉質成績においては，脂肪の質は両区に差は見られなかったが，他の項目は全て試験区が優れ

ており，BMSは試験区が 3.3と対照区の 2.7に比べ優れ，と殺時に極小さい卵巣が確認された 3

号牛が最も優れる結果となった。これは浦田ら 6）の，卵巣の再生により増体，肉質のいずれの項

目においても改善効果が得られなかったとの報告とは異なるが，この牛については発情兆候らし

きものは確認されたが乗駕は確認できなかったことから，卵巣が小さく機能していなかったもの

と考えられた。BCS，光沢は BMSの影響から試験区が優れる結果となった。締りについても BMS

の影響が強いことから試験区が優れていた。きめにおいては，試験区はすべて 4であり，卵巣除
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去はきめの向上に効果があると考えられた。 

 販売価格は，試験区が枝肉重量は劣ったものの肉質成績が優れたことから，平均 493.1 千円と

対照区の 446.3千円より 46.8千円高い結果となった。 

5 肉の理化学的性状 

 肉の理化学的性状の測定結果を表 4 に示した。PH，肉色，脂肪色においては差は認められず，

水分率については，試験区平均 58.75，対照区平均 62.63と試験区が少ない結果であり BMSの低

いものが水分率が高い傾向が見られた。保水力，伸展率，加熱損失についても試験区が優れ，肉

質成績の締り，きめを反映した結果となった。 

 今回の試験では，卵巣除去は発情および闘争行動がほとんどないため個体間のばらつきが小さ

く，また肉質成績も優れることから，雌牛の群飼に有効な技術であると考えられる。しかし，こ

の方法では手術後，出荷までの間に高い確率で卵巣が再生するとの報告 6）があることから，卵巣

を確実に除去するため，除去前に黄体期の牛については PGF2αを投与し卵巣を小さくしておく

必要があると考えられた。 
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図 1 白血球数の推移 

 

図 2 P値の推移 
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表 1 飼料摂取量 
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表 2 肥育成績 
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表 3 枝肉・肉質成績 

 

表 4 肉の理化学的性状 

 

 


